ＢＩ論壇　　「中国の大学を訪問して」　２０１２年３月１０日　中川　十郎
３月７日から１０日まで半年ぶりに北京を訪問した。今回の訪問は北京の主要大学との提携交渉が主目的であった。１９９３年に中国科学技術情報研究所に招待され、上海、北京でビジネスインテリジェンスの講演に訪問して以来、今年で１９年間、中国と関係している。今回、初めて北京の地下鉄で移動する貴重な機会をもった。北京の地下鉄はドイツ製と思われるが、車体も素晴らしいデザインで、またホームもすべて自動式で日本の地下鉄とは雲泥の差があり、近代的であった。乗客の学生のマナーもよく、年寄りに積極的に席を譲っている場面を度々目撃した。日本の若者が我先に、優先シートに殺到する日本の現状とは比べ物にならない中国の若者の礼儀作法に感銘を受けた。高校生らしい女性が、｢世界史｣の分厚い教科書を、熱心に読んでいる真摯な態度はサラリーマンも漫画を読んでいる国とは比較にならず、日本の将来が思いやられ悲しくなった。
　名門の米ケロッグ・ビジネススクールと提携している北京大学経営大学院の教授がベンチャービジネスや先端技術、ソフトの開発に中国の将来がかかっている。２１世紀の中国は物つくり一遍倒から、技術、ソフト、サービス産業へ転換すべきだと力説していたのが印象的であった。

また北京外国語大学の先生が、中国では英語熱が盛んで、かっての１３歳からの英語教育が最近は幼稚園、小学校でも塾で英語を勉強している子供が増えている。さらに南米でのビジネス開拓に備え、スペイン語の人気が高い。かってのドイツ語、日本語は人気が下がっているとの話に日本の国力の衰えを垣間見る思いがした。コロンビア大学留学以来、面識が出来たノーベル経済学賞授賞のロバート・マンデル教授とかって香港を一緒に訪問したことがある。ホテルのバーでともに一献傾けた。そのときマンデル教授が日本の将来は日本人が英語でどれだけコミュニケートできるかにかかっていると喝破したことを思い出した。最近の日本留学生の低落、国内志向のガラパゴス現象を打破しない限り、日本の将来には暗雲がたれこめていると思った。

　最期に訪問した対外経済貿易大学では国際経済研究院長兼亜州経済共同体研究院長の桑百川教授、同副院長の王振中・元中国社会科学院日本研究所長、夏　占有教授・同副院長に面談した。いずれも日中韓協力及びＡＳＥＡＮ＋３を主とする東アジア共同体構築が大切だと力説された。ＥＵ(欧州連合)は設立に先立ち、まず域内の青少年教育の重要性を認識し、ＥＲＡＳＭＵＳ計画で教育、文化促進に力を注いだ。アジアにおいても、日中が中心となり、青少年へのアジア経済共同体教育を強化する必要性を力説された。幸い上記３教授は５月１９~２０日に城西大学で開催される日本貿易学会第５２回全国大会に中国の大学を代表して参加される。この機会にＢＩＳとしても歓迎パーテイを企画し、日中で意見交換、親睦を深めたいと考えている。希望者は亜州経済共同体研究院日本側研究事務局長の伊藤正ＢＩＳ理事にご連絡いただきたい。
(筆者は日本ビジネスインテリジェンス協会理事長、元東京経済大学、愛知学院大学教授)
